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卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
　
渡 

辺
　
睦 

翁

２
０
１
８
年
度

　
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

２
０
１
８
年
６
月
30
日
（
土
）
の

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

渡
辺
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
、
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

一
員
と
し
て
、
校
友
会
、
教
育
後
援

会
、
学
友
会
追
風
そ
し
て
、
大
学
教

職
員
の
方
々
と
一
致
協
力
、
ま
た
教

育
振
興
会
の
賛
助
団
体
と
し
て
他
の

後
援
団
体
と
も
連
携
し
、
追
手
門
学

院
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
も
、「
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
」「
卒
業
生
の
福
祉

を
増
進
す
る
」「
大
学
に
お
け
る
教

育
事
業
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
」

を
柱
と
し
、
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

２
０
１
８
年
、
追
手
門
学
院
は
創

立
１
３
０
周
年
を
迎
え
、
11
月
７
日

（
水
）
に
は
大
阪
城
ホ
ー
ル
に
て
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
９
年
４
月
に
は
新
キ
ャ
ン
パ

ス
が
い
よ
い
よ
開
学
予
定
で
、学
院
・

大
学
の
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
き

ま
す
。

本
会
は
、
今
年
度
の
総
会
に
て
、

会
の
実
状
、
今
後
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
、
２
０
１
８
年
度
末
を
も
っ
て

発
展
的
解
消
す
る
こ
と
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
学
院
・
大
学
の
発
展
に

少
し
で
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
長
い
歴

史
を
持
つ
卒
業
生
保
護
者
の
会
最
後

の
活
動
の
年
を
良
い
形
で
締
め
く
く

れ
る
よ
う
、
役
員
・
委
員
一
同
、
心

を
ひ
と
つ
に
し
、
精
一
杯
会
の
運
営

に
当
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆お問い合わせ：追手門学院総務課
◆電話：０７２（６４１）９６０８

２
０
１
８
年
度
「
舞
台
観
劇
会
」

を
、
来
る
２
０
１
９
年
２
月
14
日

（
木
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
大
阪
四
季
劇
場
に
て

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
リ
ト

ル
マ
ー
メ
イ
ド
』の
観
劇
会
と
、ハ
ー

ビ
ス
プ
ラ
ザ
エ
ン
ト
に
ご
ざ
い
ま
す

リ
ス
ト
ラ
ン
テ　

ル･

ミ
デ
ィ
ひ
ら

ま
つ
で
の
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
申
込
い
た
だ
き
ま
し

た
方
に
は
、
追
っ
て
詳
細
案
内
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

「
懇
親
会
並
び
に

　
舞
台
観
劇
会
」の

ご
案
内

会
員
の
皆
さ
ま
の
親
睦
と
学
校
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
２
０
１
８
年
度
「
見
学

懇
親
会
」
を
10
月
16
日
（
火
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

『
吉
本
新
喜
劇
の
鑑
賞
』
と
、
大
阪
の

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
で
あ
る
『
通
天
閣
』

観
光
、
旧
桜
ノ
宮
公
会
堂
で
の
昼
食

懇
親
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
同
封
の

ご
案
内
状
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
お
申
込

く
だ
さ
い
。
な
お
、定
員
に
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
見
学
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

追手門学院では学院の卒業生・保護者をはじめとする関係者の皆さまに、学
院のトピックスを毎月２回、メールマガジンでお届けしております。
学院が設置する各学校・園、校友会山桜会、大学校友会の最新情報、活動情
報など皆さまに有益な情報を配信してまいります。
配信をご希望の方は、http://www.otemon.jp/otm-m/index.htmlより登録し
てください。

〒 540-0008 大阪市中央区大手前 1-3-20
TEL：06-6943-8400  FAX：06-6943-8401
E-mail/mail-magazine@otemon.ac.jp

学院メールマガジンご登録のお願い

お問い合わせ：
初等中等室・広報課

　第 52回将軍山祭のテーマは「あっぱ
れ」です。このテーマには、ご来場い
ただいた皆さまや将軍山祭に関わるす
べての皆さまに「あっぱれ」と言って
いただけるような大学祭を作れるよう
にとの意味が込められています。
　昨年度、将軍山祭は大きく生まれ変
わりました。今年度の第 52回ではそれ
をさらに上回るものにするために、学
生と教職員が日々活動しています。
　また、将軍山祭１日目の 10 月 27 日
（土）には、本学客員教授でファッショ
ンデザイナーのコシノヒロコ氏をお迎
えし、特別講演会「おうてもん塾」を
開講いたします。
　皆さまのご来場をお待ちしています。

将軍山祭を
　開催します
将軍山祭を
　開催します
将軍山祭を
　開催します

第
52
回
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２
０
１
８
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会
開
催

２
０
１
８
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
役
員
・
委
員

職 名 氏　　名 卒業年（期）

会 長 渡　辺　睦　翁 2015（46）

副 会 長

北　澤　三惠子 2015（46）

　堤　　みゆき 2016（47）

小　寺　千　聡 2017（48）

会 計
東　畑　千　尋 2016（47）

福　井　尚　子 2017（48）

会 計 監 査
安　田　友紀子 2016（47）

岩　村　公　江 2017（48）

委 員 平　塚　亜矢子 2017（48）

２
０
１
８
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
総
会
を
６
月
30
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
、
追
手
門
学
院
大
学
１
号
館

３
階
会
議
室
５
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
２
０
１
７
年
度

役
員
・
委
員
の
紹
介
、
続
い
て
大
学

関
係
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
渡
辺
会
長
、
原
田
副
学
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

次
第
に
従
い
議
事
に
入
り
、
以
下
の

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告

本
会
は
、

１
．
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

２
．
卒
業
生
の
福
祉
を
増
進
す
る
。

３
．	�

大
学
に
お
け
る
教
育
事
業
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
。

等
々
の
目
的
の
も
と
、
次
の
と
お

り
２
０
１
７
年
度
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１�

総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
の
開
催

（
１
）
総　

会
：

	

日　

時
：
２
０
１
７
年

	

６
月
３
日
（
土
）

	

午
後
１
時
～

	

場　

所
：
追
手
門
学
院
大
学

	

１
号
館
３
階

	

会
議
室
５

（
２
）�

委
員
会
：
委
員
会
を
開
催

し
、
役
員
の
選
出
、
事
業

計
画
、
予
算
編
成
、
収
支

決
算
、
会
計
監
査
そ
の
他

重
要
事
項
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

２�

見
学
懇
親
会
へ
の
参
加

　

�　

会
員
の
見
聞
を
広
め
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
２
０
１
７
年
11
月
30

日
（
木
）、
木
々
が
色
づ
く
紅

葉
の
宇
治
に
て
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

３�
舞
台
観
劇
会
並
び
に
懇
親
会
の

開
催

　

�　

会
員
の
教
養
を
高
め
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
２
０
１
７
年
10
月
７
日

（
土
）、
大
阪
城
本
丸
に
て
「
大

阪
城
本
丸
薪
能
２
０
１
７
」
の

鑑
賞
、
リ
バ
ー
ス
イ
ー
ト
大
阪

に
て
昼
食
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

２　

会
員
へ
の
助
成
事
業

�　

２
０
１
７
年
度
は
給
付
対
象
と

な
る
会
員
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

３　

学
生
へ
の
援
助

　

１
教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

　

�　
「
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生

保
護
者
の
会
教
材
支
援
奨
励
金

規
程
」
に
よ
り
、
追
手
門
学
院

大
学
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
生

を
給
付
対
象
と
し
、
２
０
１
７

年
度
は
30
名
の
学
生
に
給
付
し

ま
し
た
。

　
２
災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る
援
助

　

�　

２
０
１
７
年
度
は
１
名
の
学

生
に
給
付
し
ま
し
た
。

　
３
入
学
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

入
学
記
念
品
と
し
て
ク
リ
ア

ブ
ッ
ク
を
贈
呈
し
、
学
生
の
入

学
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
４
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

卒
業
記
念
品
と
し
て
筆
記
具

を
贈
呈
し
、
学
生
の
卒
業
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

４　

大
学
へ
の
助
成
事
業

　

１
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
の
援
助

　

�　

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営

費
を
援
助
し
ま
し
た
。

　

２�

卒
業
生
・
在
学
生
の
就
職
事
業
へ

の
援
助

　
　

�　

卒
業
生
就
職
支
援
に
関
す
る

学
外
事
業
者
と
の
業
務
委
託
費

の
援
助
と
、
在
学
生
の
就
職
説

明
会
参
加
者
に
対
し
、
筆
記
具

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

３
本
会
の
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

　

�　

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
事
務

委
託
に
対
す
る
経
費
を
大
学
に

援
助
し
ま
し
た
。

５　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

　

１�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会

員
へ
の
広
報

　

�　

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
開
催
行
事
に
つ
い

て
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

２
「
会
報
」
の
発
行

　

�　
「
卒
業
生
保
護
者
の
会
会
報
」

第
15
号
を
２
０
１
７
年
９
月
１

日
に
発
行
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
収
支
決
算
書
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告

報
告
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
今
後
に
つ
い
て

本
会
は
歴
史
あ
る
会
の
た
め
、
会

員
す
べ
て
の
皆
さ
ま
と
ご
連
絡
を
取

る
事
が
困
難
な
状
況
、
入
会
辞
退
者

が
増
え
て
会
費
徴
収
が
困
難
と
な
る

一
方
で
、
郵
送
費
は
年
々
増
額
す
る

等
の
理
由
か
ら
、
本
会
単
独
で
の
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
変
難
し

く
な
っ
て
い
る
現
状
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
２
０
１
８

年
度
を
も
っ
て
卒
業
生
保
護
者
の
会

は
発
展
的
解
消
し
、
２
０
１
９
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
関
連
規
程
を
廃
止

す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
役
員
・
委
員
案

原
案
の
通
り
、
２
０
１
７
年
度
役

員
・
委
員
が
継
続
し
て
努
め
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
事
業
計
画
案

２
０
１
８
年
度
収
支
予
算
書
案

原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
住
所
変
更

の
お
届
け
、
ま
た
、
ご
質
問
、
ご
意

見
、
ご
要
望
等
に
対
応
す
る
相
談
窓

口
を
左
記
の
と
お
り
設
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

追
手
門
学
院　

総
務
課

・
電
話

	

０
７
２
・
６
４
１
・
９
６
６
９

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

	

０
７
２
・
６
４
３
・
９
４
１
４

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	
�

会
報
各
ペ
ー
ジ
下
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局 

相
談
窓
口
の
ご
案
内
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※災害援助基金積立額残高　0

2018 年４月２日（月）に 2018 年度学部
並びに大学院入学式が大学体育館にて挙行
されました。

入学式終了後には、新入生保護者の皆さ
まを歓迎するお茶会「桜の縁」を開催。

春の佳き日に、新しくおうてもんファミ
リーとなられた方々とお会いできるご縁を
記念し、松下電器産業株式会社（現・パナ
ソニック株式会社）創業者松下幸之助氏か
ら寄贈いただいた「松籟庵」、記念事業の

一環として校友会からの基金をもって建設
された「将軍山会館」にて、お抹茶とお菓
子をお楽しみいただきました。

今回で 10 度目の開催となった「桜の縁」。
たくさんの方にご参加いただき、歴代役員
のおもてなしの気持ちが詰まった、会を代
表する歴史あるイベントを良い形で締めく
くることができました。

開催にご協力いただいた皆さまに対し、
心よりお礼申し上げます。

例
年
、
冬
に
開
催
さ
れ
て
い

た
観
劇
会
と
は
趣
を
変
え
、

２
０
１
７
年
は
初
秋
の
季
節

（
10
月
７
日
）
に
、
日
本
の
伝

統
芸
能
の
一
つ
「
薪
能
」
の
鑑

賞
会
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、

あ
い
に
く
の
ス
タ
ー
ト
に
な

り
ま
し
た
が
、
リ
バ
ー
ス
イ
ー

ト
大
阪
で
の
懇
親
会
が
始
ま

る
頃
に
は
少
し
ず
つ
雲
に
切

れ
間
が
広
が
り
、
青
空
も
見

え
隠
れ
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
一
面
ガ
ラ

ス
張
り
。
春
に
は
、
窓
か
ら

大
川
沿
い
の
桜
を
愛
で
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。
素

敵
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

映
像
を
視
聴
し
な
が
ら
、
美

味
し
い
お
食
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

懇
親
会
が
終
了
す
る
頃
に

は
、
雨
も
す
っ
か
り
上
が
り
、

徒
歩
で
、
追
手
門
学
院
小
学

校
に
向
か
い
ま
し
た
。

東
田
充
司
校
長
先
生
が
、

１
３
０
年
間
の
学
院
の
歴
史

を
、
映
像
を
交
え
て
ご
紹
介

し
て
く
だ
さ
り
、
創
設
者
・

高
島
鞆
之
助
先
生
の
お
人
柄

や
教
育
に
か
け
る
情
熱
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
校
内
に
あ
る
豊
臣
時

代
の
「
大
坂
城
」
の
石
垣
を

見
学
。
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
大
手
前
中
・

高
等
学
校
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
世
界
大
会
に

出
場
し
た
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
か
ら
、
丁
寧
な
説
明
と
今

後
の
心
意
気
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。
将
来
、
有
為
な

人
材
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

日
も
暮
れ
て
、
大
阪
城
本

丸
へ
。

い
よ
い
よ
薪
能
の
開
演
！

演
目
は
、
有
名
な
「
羽
衣
」

よ
り
始
ま
り
、
野
村
萬
斎
氏

が
シ
テ
を
務
め
た
狂
言
「
末

広
が
り
」、
そ
し
て
「
石
橋
」

と
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
追

手
門
学
院
小
学
校
出
身
の
大

槻
文
藏
氏
と
芸
養
子
の
大
槻

裕
一
氏
の
お
二
人
で
舞
う
紅

白
の
獅
子
舞
。
人
間
国
宝
で

も
あ
ら
れ
る
大
槻
文
藏
氏
は

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
美
し

い
舞
を
、
大
槻
裕
一
氏
は
リ

ズ
ミ
カ
ル
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
舞
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
漆
黒
の
夜
空
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ひ
と
き

わ
輝
く
大
阪
城
を
背
に
、
美

し
く
幻
想
的
な
一
夜
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
の
歴
史
を
学

び
、
大
阪
城
で
山
桜
会
の
大

槻
氏
の
能
を
堪
能
し
、
追
手

門
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ま
と

語
ら
う
中
で
、
母
校
愛
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
１
日

で
し
た
。

今
回
の
懇
親
会
、
お
よ
び

観
劇
会
実
施
に
あ
た
り
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
学
院

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

2017年度決算書 2017年４月１日～2018年３月31日まで（単位：円）
科　目 2017 年度予算 2017 年度決算 差　異

（ 収 入 の 部 ）
会 費 収 入 13,890,000 13,910,000 △ 20,000
会 員 研 修 参 加 費 1,680,000 1,002,710 677,290
受 取 利 息 5,000 114 4,886
雑 収 入 161,513 161,513 0
当 年 度 収 入 合 計 15,736,513 15,074,337 662,176
前 年 度 繰 越 金 17,657,330 17,657,330 0
収 入 の 部 合 計 33,393,843 32,731,667 662,176
（ 支 出 の 部 ）
会 員 研 修 費 2,480,000 1,926,151 553,849
会 議 費 40,000 40,100 △ 100
行 事 費 300,000 244,355 55,645
印 刷 費 750,000 640,194 109,806
広 報 費 300,000 235,159 64,841
通 信 費 3,200,000 2,664,761 535,239
事 務 費 600,000 735,940 △ 135,940
慶 弔 費 50,000 64,800 △ 14,800
雑 費 5,000 432 4,568
学 生 奨 学 金 助 成 費 1,000,000 650,000 350,000
記 念 品 費 1,556,000 1,434,024 121,976
就 職 事 業 援 助 費 2,600,000 2,228,544 371,456
事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0
予 備 費 1,000,000 0 1,000,000
当 年 度 支 出 合 計 15,081,000 12,064,460 3,016,540
次 年 度 繰 越 金 18,312,843 20,667,207 △ 2,354,364
支 出 の 部 合 計 33,393,843 32,731,667 662,176

2018年度予算書 2018年４月１日～2019年３月31日まで（単位：円）
科　目 2018 年度予算 2017 年度予算 差　異

（ 収 入 の 部 ）
会 費 0 13,890,000 △ 13,890,000
会 員 研 修 参 加 費 1,390,000 1,680,000 △ 290,000
受 取 利 息 配 当 金 5,000 5,000 0
雑 収 入 0 161,513 △ 161,513
積 立 金 か ら の 繰 入 収 入 12,000,000 0 12,000,000
当 年 度 収 入 合 計 13,395,000 15,736,513 △ 2,341,513
前 年 度 繰 越 金 20,667,207 17,657,330 3,009,877
収 入 の 部 合 計 34,062,207 33,393,843 668,364
（ 支 出 の 部 ）
会 員 研 修 費 2,500,000 2,480,000 20,000
会 議 費 50,000 40,000 10,000
行 事 費 150,000 300,000 △ 150,000
印 刷 費 800,000 750,000 50,000
広 報 費 300,000 300,000 0
通 信 費 4,500,000 3,200,000 1,300,000
事 務 費 1,100,000 600,000 500,000
慶 弔 費 60,000 50,000 10,000
雑 費 5,000 5,000 0
学 生 奨 学 助 成 費 1,000,000 1,000,000 0
記 念 品 費 900,000 1,556,000 △ 656,000
就 職 事 業 援 助 費 400,000 2,600,000 △ 2,200,000
事 務 処 理 援 助 費 0 1,200,000 △ 1,200,000
寄 付 金 21,200,000 0 21,200,000
予 備 費 1,097,207 1,000,000 97,207
当 年 度 支 出 合 計 34,062,207 15,081,000 18,981,207
次 年 度 繰 越 金 0 18,312,843 △ 18,312,843
支 出 の 部 合 計 34,062,207 33,393,843 668,364

上記のとおり報告いたします。
2018 年 5月 16日

追 手門学院大学
卒業生保護者の会

会　長：渡辺　睦翁
会　計：東畑　千尋
会　計：福井　尚子

2017 年度卒業生保護者の会の会計について監査の
結果、すべて適正、かつ正確であることを認めます。
� 2018 年 5月 16日
追 手門学院大学
卒業生保護者の会

会計監査：安田　友紀子
会計監査：岩村　公江

開
催

舞
台
観
劇
会 

印
象
記

2017
年度

委
員

平
塚 

亜
矢
子
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大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
に
つ
い
て

学
生
向
け
図
書
の

　
　

寄
贈
に
つ
い
て

日
頃
よ
り
、
本
学
の
教
育
に
対
し

ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
は
２
０
１
９
年
度
新

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に
向
け
て
、
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
新
図
書
館
に

お
け
る
計
画
の
中
で
、「
追
大　

知

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
文
庫
（
仮
称
）」
を
計
画

し
て
お
り
、
図
書
と
い
う
知
の
情
報

を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
文
庫
を
設
け
る
予
定
で
す
。
こ
の

文
庫
に
は
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、

現
役
の
教
職
員
、
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、

保
護
者
、
市
民
が
「
今
後
の
追
手
門

学
院
大
学
の
学
生
に
読
ま
せ
た
い

本
」
を
開
架
す
る
計
画
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
の
蔵
書

の
中
で
、
学
生
が
活
用
で
き
る
資
料

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
寄
贈
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
お
送
り
い
た
だ
く
際
の
送
料

は
本
学
で
負
担
（
佐
川
急
便
に
て
着

払
い
対
応
・
大
学
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
専
用
発
送
伝
票

を
送
付
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
希
望
に
応
じ
て
新

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
す
る
寄
贈
銘
板

に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

充
分
な
資
料
を
持
っ
て
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
図
書
館
が
稼
動
で
き
ま
す
よ

う
、
お
力
添
え
く
だ
さ
い
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
図
書
館
・

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
部 

図
書
館

〒
５
６
７
―
８
５
０
２

　

大
阪
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安
威

　

２
―
１
―
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お
問
い
合
わ
せ

平素より教育研究活動に深いご理解とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、本学では追手門学院創立 130 周年記念

事業の一環として、追手門学院の新キャンパスを
2019 年４月に開設予定です。
従前にお知らせしておりましたとおり、2019

年度以降の現キャンパスの直通バスについては、
路線バス化（有料）を検討しておりましたが、今
般、学生の利便性を考慮し、従来とおりの直通バ
ス運行を継続することに決定いたしましたのでお
知らせいたします。なお、新キャンパスと現キャ
ンパス間の移動手段の一つとして、シャトルバス
（仮称）の運行計画を進めております。
本件については、学生のみなさんへの周知を

より一層図るとともに、詳細が決定次第ご報告申
し上げます。
ご理解ご協力をいただきますよう、よろしく

お願いいたします。
追手門学院大学　学生部

２
０
１
８
年
６
月
18
日
、
大

阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
被
災

者
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

す
る
と
同
時
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
が
平
穏
な
日
々
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
、
役
員
一
同
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
で
は
、
災
害
援
助
基
金

を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
建

物
の
倒
壊
等
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
ら
れ
た
会
員
様
は
左
記
の

相
談
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

・
お
問
い
合
わ
せ

　

追
手
門
学
院
大
学 

総
務
課

・
電　

話
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平素は周年事業にご理解・ご支援を賜り誠にありがとうございます。
大学の一部と中・高等学校が全面移転する「茨木総持寺キャンパス」の工事も着々と進んでおります。
その完成を目前に控えた 2018 年 11 月 7 日（水）、学院創立 130 周年記念式典を、大阪城ホールで開催いた
します。
今回の式典は、過去を振り返るものではなく、新設される「新キャンパス」や、学院が一丸となって取
り組む「新教育」の姿をご紹介します。まさに、130 年の歴史を革新の力に変えて、追手門学院の未来像を
ご披露いたします。
また、式典開始までのお時間では、教育展示、企業展示をご覧いただける企画も予定しております。多
くの皆さまのご来場をお待ちしております。

＊日　時：2018 年 11 月７日（水）13：30 ～ 15：00　終了予定
＊会　場：大阪城ホール
ご参加申込みにつきましては、後日学院ホームページ等で、改めてご案内申し上げます。

学校法人 追手門学院
創立 130周年記念式典　開催

2019 年度以降の
直通バス運行について

お願い


